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● ● ● ● ● ●
は，いわゆるめくりとばしやプレ’ピンポケがあったり，時には手や何かの影などが写ってしまっ
たりすることがある。われわれはこれらを一括して「撮影事故」あるいは「撮影ミス」と呼んでい




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































計 68(52） 822 485,801 100.0



























































叶 68(52） 822 485.801 100．0
同県川之江市立図書館・川之江市立郷土館
佐賀市一佐賀県立図書館・佐賀大学付属図書館
熊本県本渡市一木山惟彦
(3)史料の整理
昭和22年の史料収集開始以来，新収史料が次々に受け入れられる中で，収集史料の整理作業は着
実に進められた。すなわち史料カードの作成，ラベル貼付，装備加工，補修，登録などの作業であ
るが，増加する史料の中で未整理のものは増えがちであった。その状況下で当館創設から1年も経
ずに，昭和27年3月「史料館所蔵史料目録」第1集を刊行した。このことは，史料整理及び公開利
用への強い意欲を示したものと言えよう。目録はその後も毎年刊行を続け，昭和45年度からは年2
冊刊行となり，改組後の今日も継続して，現在35集を数えるに至っている。
史料の整理とは，収集・架蔵している史料を公開・閲覧に供せるように，つまり不特定多数の閲
覧者から繰返しなされる出納請求に，正確・迅速にサービスできるような手掛りを史料に付与する
ことである。換言すれば様々なレペルでのIdentification(同定）の手続きを史料に対して行なうこ
とである。史料が図書館資料と異なるのは，それが生産される方法と意味とが違うところにある。
文書は特定の日時に個人・団体・部局が日常的あるいは業務遂行の必要上意志伝達のために作成し，
記録は後の必要のために記録しまたは文書を転写したもので，効力が消滅したあともなお保管・蓄
穣され，歴史研究の素材となるよう運命づけられた史料群なのである。それが元来の伝存の場所に
あろうと，史料保存利用機関に移管されようと，歴史研究に利用されるためには，整理による手掛
りが与えられなければ，紙屑の山としか言えなくなってしまう。
こうした史料の特性から言って，整理対象史料群の性格・成立・伝来事情を明らかにするととも
に，史料伝存者の近世社会における歴史的位置づけを行なう必要がある。すなわち史料伝存主体で
ある家別を崩さないことを基本とし，全国各地の史料を収集していることから，これに国郡村名を
冠するのである。このように家別を基本に特定した文書は，当館における受入年次（昭和）と年度
内受入順のアルファベットとを組み合わせて27Aの如く示し，またマイクロフィルム収集史料は
フィルム(F),紙焼本(9に西暦末尾2桁と受入順序番号2桁を組み合わせ, F8009の如く示している。
家別文書の点数は，最少は10点前後から最多は数万点に至るまで差異があるが，家別文書ごとの一
連番号付与により同定が可能となっている。これらの記号・番号を3段ラペルに打ち，一定の基準
を設けて原史料・装備封筒等に貼付し，蔵書印は省略している。装備封筒には必要事項を記入して，
これに対応する史料カードを作成している。史料カードは①表題，②作成者または差出人，③宛名，
④作成年月日，⑤形態，⑥数量，⑦整理番号，⑧原・写・控等の別，⑨備考を記入するが，推定の
ものは括孤で囲み，表題は史料内容を的確に要約した件名主題を記している。整理番号は1物1点
を原則とするが，原型尊重の立場から，合綴・封筒入などの一件文書は1番号とし，内部を枝番号
によって区別している。
所蔵史料目録の発行を重ねるうちに，個別史料の表記法や目録編成法などについて何度か改良を
試みていることは，最近の目録と初期のものとを比較すれば了解されよう。すなわちその伝来の家
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別に特有の史料構造があることを経験的に認知する』もうになり，普遍的・演鐸的な分類に執着しな
くなったのも成果の一つである。当館では最初から史料整理に十進分類法を使用しなかったが，最
近20年ほどは，整理対象の家別文書の特有な組織構造を厳密な学問的手続きに従って解明するため
に，整理担当者の報告に基づき全員討議によって分類項目を決定し，目録編成を行なってきている。
従ってより精繊な目録となっており，解題において文書の伝来と特色，関連史料の所在，文書の配
列と概要，文書伝存家の歴史的性格などを，系図・付表・地図などとともに記述するよう努めてい
る。
なお目録作成以外にも，受入手続きや登録方法などの整理技術は，体験をもとに徐々に改訂を加
えており，例えば史料に貼付するラベルの型式は7回，史料装備の整理用封筒は5回モデル・チェ
ンジをしている。現在の方式に固定してから約20年になるが，初期の試行錯誤を示すものと言えよ
う。
(4) 史料閲覧・サービス
史料館において閲覧利用サービスを取扱う情報閲覧室が正式に設けられたのは，史料館が国文学
研究資料館へ改組した昭和47年5月であった。そしてその翌年の4月，ようやく常勤の職員2名が
新規に配置され，本格的に業務を開始した。更にそれから4年後，国文学研究資料館の開館に伴な
う規定類整備の一環として，その利用規程を作成する過程で史料館の資料利用規程も合わせて検討
され，国文学関係とは別に定められ，昭和52年6月1日より実施された。ここに定められた利用規
程の内容は，史料館が文部省史料館当時から実施してきたことを明文化したものではあるが，制度
としては一応この時点で整ったことになる。
改組より10年のうち初めの5年間余は，新しい建物の建築とこれに伴なう旧建物の取壊しなどの
ため閲覧サービス業務は多忙をきわめた。この間に閲覧の中止が2回，閲覧室の変更は4回に及ん
だ。第1回と第2回の閲覧中止の間は約3箇月半であったが，この間の閲覧業務は一部の史料を封
鎖したまま20平方米のプレハブの屋舎を建て，閲覧室と事務室を本棚で仕切っただけの悪条件の下
で続けられた。これは閲覧停止期間をなるべく短縮するために取った処置であったが，結果として
は利用者に不便をかけてしまった。そして第2回目の閲覧中止の期間に約50万点の史料と参考図書
などを北館と東館地下に移動させ，北館1階で閲覧業務を，東館5階で情報閲覧室の事務的業務を
行なうという現状に落着いた。昭和52年4月のことである。
同年6月に閲覧業務を再開し，後半の5年を迎える。閲覧の机や椅子などの施設面では改組前に
比べて大幅に改善された面もあるが，閲覧体制にとってはいくつかの問題が残された。史料の保存
管理の面から言えば北館を一部改装のまま使ったため温湿度管制が不十分となり，東館では書庫を
地下に設定せざるを得ず,史料の一部は電動書架に排架することになって，出納に不便を来した。
その上書庫と事務室が併合された建物になっている関係上防虫鯛蒸の実施に支障を与えている。さ
らに，閲覧室と閲覧業務担当の情報閲覧室が別の建物の1階と5階とに配置されているため，効率
の悪い執務形態となっていることも否定できない。これらの状況は事前に予想されたことではあっ
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たが，当時は数年後に改築するという計画を前提としていたもので，当初から現状を最善案として
建設したものではない。
次に，史料館における史料の利用実態について述べておく（閲覧者数の変遷などは後掲の資料9．
5に示した)。周知のように史料館では特に事情のない限り閲覧目的を問わないし,利用者について
も制限を設けていないので，はっきりとしたデータは取れないが，利用者を大別すると特定テーマ
の研究者と地方史誌編纂のための調査収集との二つに分かれる。前者の場合はいわゆる専門の研究
者とともに東京近隣を中心とする大学生・大学院生が多く，後者の場合は当然のことながら地方史
誌編纂の関係者が主流であり，これに郷土史研究者が加わる。
最近は利用に当ってコピー複製の希望が強いが，史料保存の見地から電子コピーは認めていない。
その代わり，写真機の持込み撮影の便宜をはかっている。その他の利用者としては出版関係の図版
申請がある。これを特別撮影と称し，挿図または口絵に掲載する目的であるが，これには特定の史
料が繰り返し利用される傾向があって史料保存上好ましくないので，数年前から写真ネガを用意し
てそれを貸出す方法を一部に採用している。
(5)近世史料取扱露習会
史料館では昭和27年に第1回近世史料取扱講習会を開催してから，毎年秋に実施して昨56年で27
回を数える。戦後，史料の散逸防止のために，調査・収集された史料が各地の図書館・博物館・大
学研究室等に保管され，近世史料を取り扱う職員が増加するに伴ない，近世史料に関する知識・技
能を講習する場が要請されたのである。
本講習会は受講者に近世史料の概要・読解・調査・収集・整理及び保存管理等に関する基礎的な
知識・技能を取得させ，近世史料の保存および利用等の効果を高めるために開催している。受講資
格は図書館・文書館・博物館・研究所・史誌編さん室等の機関に勤務し，近世史料の整理及び調査
研究等に従事していて，その経験年数の比較的浅い者である。
昭和27年開講当初から応募者が募集定員を上回る状態で，以後毎年開催することとなったが，昭
和38年から40年までの3年間は，各地に類似の講習会が開催されており，講習会のあり方に反省す
べき点もあって中絶した。しかし内外から強く再開の要請があって，41年11月に第12回の講習会が
開催された。さらに46年には6月に山口県文書館を会場として開催してからは，東京と東京以外と
の2会場制として各6日(のち各5日)の開催とし，改組後も継続している。
講習会の講義題目は，(1)古代中世史料概論，(2)近世史料概論，(3)近代史料概論，（4版世史料特講，
(5)近世の民俗資料，(6)史料の保存科学，(7)史料の補修，(8)村方史料読解，(9)町方史料読解，側幕藩
史料読解, 0D史料の整理･管理(いわゆる史料の分類を含む),⑰座談会，側施設見学が基本で，時
により若干の修正を行なったが，概論・読解・取扱技術を中核とした総合的な内容となっている。
特に実技・取扱法を含む点で，この講習会の評価は高い。講師は(1)～(7)は評議員をはじめとする館
外の専門研究者を依嘱して行なっているが，（4)は史料館長が担当する時もあり，(8)以下は史料館教
官が分担している。なお最近10年間の館外講師は46名にのぼる（資料11．4参照)。
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改組後10年の講習会は第18回～第27回に当り，第27回が東京会場(当館)のみの開催であったほか
は，各回2会場で開催した。東京会場は初め東京都職員研修所・国立教育会館を使用したが，昭和
52年国文学研究資料館の建築完成・開館に伴ない，第23回以後は当館大会議室を使用している。他
府県会場は，第18回福岡県文化会館，第19･23．24．26回京都府立総合資料館，第20回宮城県図書
館，第21回石川県立郷土資料館，第22回岡山県総合文化センター，第25回岐阜県歴史資料館であり，
開催に当って各機関・関係者の格別の協力を得ている。
受講定員は各会場40名ずつであるが，第27回は1会場であったため60名とした。受講希望者は多
く，最近10年では受講申込会場別の第1志望で，東京会場941名，他府県会場498名であるが，講習
能率や実技の関係から定員をこれ以上増すことは不可能であり，やむを得ず一定の基準を設けて選
考を行なっている。10年間の受講者数は東京会場455名，他府県会場366名，計821名にのぼる。
受講者は北海道から沖縄県に至る全国にわたっているが，これを所属機関別に見ると，大学付属
図書館39％，公共図書館15％，都道府県(教育委員会を含む)18％，地方史誌編さん室11％，文書館
7％，郷土資料館･博物館等10%となる。これを職務別に見ると，図書館員4割，地方史誌編さん
関係者3割，史料保存機関職員3割であり，調和が保たれていると考えている。
この講習会は館員と全国から参加する受講者との交流及び受講者所属機関との連繋によって，史
料館事業遂行に大きな役割を果たしている。それとともに，講師としての当館教官に，古文書学・
史料整理管理学・取扱技能の一層の研究確立をせまるものであり，予算上の制約もあって第28回は
1会場とせざるを得なかったが，他府県会場開催の復活，さらには史料に関する教育・養成機能の
発展を期さなければならないであろう。
(6)近世史料所在鬮査
史料館は全国に散在する近世史料（近代史料を含む）の所在調査を毎年実施している。近世社会
は筆墨文化が庶民階級にまで及んだことにより，武家・公家などの領主層のみならず，町村の隅々
まで彪大な文書・記録が作成され，これが史料として今日に伝存している。現在全国に存在する近
世史料の総点数は正確に捉えるべくもないが，およそ数千万ないし1億点と推定する向きもある。
戦後30数年，全国各地で行なわれたさまざまな史料調査活動の中で近世史料の所在が確認され，相
次いで保存処置が講じられてきているが，現在も人目に触れぬまま旧家に眠り，災害や開発の中で
散逸・消滅の危険に晒されている史料はなお多過にのぼると推定される。
当館の史料所在調査の歩みを回顧してみるならば，まずその前史をなすものに，昭和23年から5
年間にわたって行なわれた近世庶民史料調査委員会による調査がある。都道府県ごとに数名の調査
員を委嘱して農漁村史料を中心に1点ごとの目録を作成したが，この調査結果約4,500件の概要は
「近世庶民史料所在目録」全3巻(昭和27～30年，学術振興会刊)として公刊され，その調査原簿の
一つが当館に保存されている。当館では同委員会の作業を継承して，昭和28年度より地方調査員を
各都道府県ごとに設け，史料所在調査を依嘱した。これは昭和41年度まで続けられ，約350件の報告
を得，その成果は『近世史料所在調査概要」（昭和45年6月発行)として刊行した。
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昭和30年代に入ると，地方自治体等の地方史誌編さんが盛んとなり，また史料保存利用を目的と
する各種機関が設立されていった。そしてこれら編さん機関・史料保存機関また自治体自身による
当該地域の史料悉皆調査が行なわれるようになった。当館ではこのような状況に鑑み，これら全国
の各種機関と連絡を密にし，かつその協力を仰いで史料所在情報を主として目録の形で広く収集す
ることによって，全国的な史料所在情報の整備が可能となった。こうして寄贈・購入・複写によっ
て収集した史料目録は1,050タイトル2,100冊に及び，昭和55年3月『史料館所蔵目録一覧〔近世史
料・郷土資料の部〕』を発行した。現在はさらに増加し, 1,500タイトル3,000冊となっており，昭
和57年度において一般に公開される｡さらに,これらの目録に収録されている所蔵者1件ごとのデー
タカード(所在地・所蔵者名・旧地名・旧支配・旧身分・史料の年代と数量・内容・所蔵関係・利用
状況・出典･調査者･調査年月日等を記入)を作成している。特に，史料保存機関等に収蔵されてい
る史料については，当該史料の現蔵地と旧蔵地が異なるため，旧蔵地へ副出カードを作成し，所蔵
関係の移動に対応した検索が可能な配慮をしている。このような方法を今後とも継続するならば，
全国に及ぶ近世史料の所在情報の把握が可能となり，体系的に整理できよう。
以上のいわば既調査情報の収集のみに依存する方法に対する反省があり，当館では昭和49年度以
降，未調査史料の所在調査を実施している。すなわち史料所在の具体的様相つまり伝来の生きた姿
を確認して，史料の性格を確定するとともに史料調査法を確立すること，現地各種機関の人々と協
力して史料調査法・保存方法の両面から相互の持つ技術を交換しあい，史料保存の問題点を探り，
地域に適した史料保存利用のあり方を考えていくこと，そして現地における史料調査研究・保存利
用体制の確立に寄与することを目的としている。
かくして毎年都道府県を単位に2箇所を選び，現地各種機関職員や大学教官を調査員に委嘱し，
当館職員が出張し，協力者とともに共同調査を行なう。調査対象は当該地域の未調査史料1ないし
数件で，調査目録を当館に提供してもらうものであり，これら目録も製本して昭和57年度から公開
される。その実施状況については資料12.2「近世史料所在調査」に示した。また各年度の調査概要
については，当館発行『史料館報｣各号の所在調査報告に記されている。
(7)近世史料の古文書学的研究
当館の事業としての研究は，①史料の整理・保存管理に関する研究，②史料所在調査・情報収集
に関する研究，③史料の古文書学的研究に分けられる。これらの研究は当館の他の事業と有機的な
関連を持つもので，事業遂行上不可欠であると同時に，事業を通じて深められていかなければなら
ないという性格のものである。ここでは③史料の古文書学的研究について，従来の取り組み方と今
後の課題について記そう。
当館事業の重要な柱の一つに，所蔵史料を整理し，『史料館所蔵史料目録｣として刊行することが
あるが，これも単なる整理作業だけでなく，史料学的研究の一環として位置づけている。近世史料
は家や村・町，また領主の部局などを単位とする史料群として存在している。従って，近世史料の
古文書学的研究においては，単に個別の文書の様式・機能を研究するだけでは十分でなく，それら
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一の相互関係を把握し，史料群＝文書・帳簿組織としての体系的なメカニズムを解明しなくてはなら
ない。その点，当館は伝来が確かであまり原型を崩されていない史料群を大量に所蔵しているので，
如上の研究を行う上で好条件を有していると言える。
当館においては，上記の観点から所蔵史料目録の作成に当り，原型保存を基本原則とし，その上
で個々の史料相互の有機的関連を確定して，史料群全体の体系性を示すことができるように留意し
ている。そして整理実務の過程で確認された史料学上の諸課題については，さらに研究を進展させ，
その成果のいくつかは「史料館研究紀要」『史料館報j,その他学会誌に発表している。また史料整
理管理上の研究成果は近世史料取扱講習会の講義に生かされ，大野瑞男「近世史料分類の現状と基
礎的課題」（『史料館研究紀要』 1号)，鎌田永吉「近世史料の分類」（同9号)，原島陽一「冊子型史
料の形態表示について」（同14号）などとして発表した。安沢秀一「近世村落形成の基礎構造」（吉
川弘文館，昭和47年）は，史料館における武蔵国多摩郡連光寺村富沢家文書ほかの史料整理の体験
に基づき，従来の社会経済的方法に史料学的考察を加味して，近世村落の構造・機能の解明を試み
たものである。また大野瑞男「幕府勘定所勝手方記録の体系」（『史料館研究紀要」5～7号）は，
江戸幕府の勘定所と代官所・預所との間で授受される財政史料の基本類型および相互関係を検討し
たものである。
個人的な史料学研究のみでなく，共同研究としての取り組みも行なってきた。昭和39．40年度に
は，文部省科学研究費により「近世城下町史料の基礎的研究」として全国各地の城下町史料の調査
研究を行なった。その成果のうち越後国糸魚川町のものについては,鶴岡実枝子｢近世後期における
一万石大名領陣屋町の経済的機能」・鎌田永吉「十九世紀初頭の町と村」（いずれも「史料館研究紀
要｣1号)として発表されている。
昭和51.52年度には，やはり科学研究費の補助を受けて，「近世史料の体系化に関する基礎的研究」
に取り組んだ。この研究は，支配関係を異にする地域・階層・身分・職種(職能)ごとに，主要(家）
文書を選定し，その網羅的収集を通じて基本的・表式的史料を選び出し，その成立の背景を検討し
つつ，他文書の同種・関連史料との比較的考察および類型化を通じて，史料の成立・変遷・整備な
いし衰退の過程を系統的にあとづけ，これらを総合して各(家)文書の基本的特徴を明らかにし，進
んで近世史料の全体系を明らかにすることを目的としたものである。
『史料館研究紀要』10号に，その成果の概要を報告しているので，その題目を以下に列記してお
く。
第一グループ（主に武家文書を対象）
榎本宗次「家臣団形成史料について」
－譜代大名酒井氏の場合一
大野瑞男「幕府領貢租・財政史料の体系」
－大名預所史料の相互関係から－
原島陽一「真田家文書と松代藩家臣団の職制機構」
井上勝生「藩財政史料の構造と分類法について」
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－松代藩の江戸御用金史料を通じて－
第二グループ（主に町方・商家文書を対象）
鶴岡実枝子「近世京都の町方史料」
大藤 修「白木屋の家訓・店則の変遷」
第三グループ（主に村方文書を対象）
藤村潤一郎「旗本領村方文書」
－旗本上方知行所地役の書状留について－
浅井潤子「藩領農村文書の研究」
－鯖江領大庄屋勤役形態について－
安藤正人「近世後期甲州幕領の郡中惣代史料」
以上の他に，本研究の成果の一部として，鈴木寿「近世史料論」（『岩波講座日本歴史』25．別巻
2，昭和51年)，大野瑞男「年貢皆済目録の成立」（｢史料館報」27号)，浅井潤子「鯖江領における
村落行政の一斑」（｢史料館研究紀要」9号）が発表されている。
さらに昭和53年度より特別研究「近世史料の古文書学的研究」が予算化され，現在まで引き続い
て各地の史料調査・マイクロフィルム収集ならびに研究を進めてきている。主な調査対象は，愛媛
県宇和島市伊達文化保存会所蔵宇和島伊達家文書・岡山県津山市立郷土資料館所蔵津山松平家愛山
文庫・同津山町大年寄玉置家文書である。
古文書学を含む史料学研究の素材となる史料の調査・収集を進める一方，実務や史料学研究につ
いての研究会を昭和38年4月以来ほぼ毎月行なってきた。この研究会には，昭和50年以降ほぼ年1
回館外研究者を招いて発表を願っている(資料12.3参照)。
こうした史料学･史料整理管理学研究の成果は，最近では，安沢秀一｢徳島藩裁許所公事落着帳・
裁許御目付扣帳の基礎的研究」（『史料館研究紀要」11号）・同「宇和島藩切支丹類族改･宗門人別改・
公儀え指上人数改の基礎的研究」（同12号）・同「名主文書における村入用帳簿について」（『史誌』
15号，56年)，大野瑞男「領知判物・朱印状の古文書学的研究」（『史料館研究紀要」13号)・同「近
世古文書学の課題」（｢歴史評論」389号，57年)，笠谷和比古「近世史料の「名称」付与の問題点」
(｢史料館報」33号）・同「大名留守居組合における互通文書の諸類型」（『史料館研究紀要」14号)，
浅井潤子｢古文書への誘い」（『郷土神奈川』11号，56年)等の論考にも結実している。このほか『日
本古文書学講座」（雄山閣，54年）の近世編にも当館教官5名が，これまでの実務と研究を基礎に，
それぞれの専門分野の文書について執筆している。
以上，当館における古文書学ないし史料学研究の歩みについて簡単に述べてきたが，必ずしも十
分な成果とは言えない。確かに個別的にはかなりの論稿を発表してきてはいるものの，共同研究と
してまとまった成果を出したものは僅少である。また史料学自体についての認識や方法論も各人に
よって差異があり，共同研究の実をあげるためには，相互批判を通じて方法論を確立していく必要
がある。研究内容も，これまでは主として個々の文書の様式・機能および史料組織・体系の解明に
重点を置いてきたが，文書の用語・字体や料紙等についての研究をも行なう必要があろう。さらに
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－研究組織については，従来館員だけで研究を進めてきたのであるが，国立大学共同利用機関として，
館外研究者を含めた共同研究体制を作り，学界の近世史料学確立の強い要請に応えうるよう，研究
機能の強化を図っていきたい。
(8) 重要所蔵史料の翻刻
当館は54年度より当館所蔵史料のうち重要なものの翻刻公刊を行なうことが，新規事業として予
算措置され，あたかも史料館創設30年に当るのでこれを記念してﾞ史料館叢書〃として逐年刊行す
ることとなった。この事業は，すでに昭和40年代より構想され, 52年からは翻刻対象史料の選択，
史料筆写方式の確定などの作業に入っていた。52年度末には第1次刊行分(『寛文朱印留｣)の原稿が
完成し，以後校訂・索引作業に入ったのである。
昭和54年度にはまず史料館叢書1 ．2として『寛文朱印留』上・下2冊を55年3月に発行し，東
京大学出版会より発売した。本書は寛文4年(1664)4代将軍徳川家綱が，徳川5家と伊予宇和島伊
達家を除く全国の大名に発給した領知判物・朱印状および目録，翌5年頒布の公家門跡・神社・寺
院宛の領知判物・朱印状のすべてを網羅したものである。底本とした当館所蔵の写本は17冊からな
る良質のもので，個別の表題はあっても総称がないので『寛文朱印留」という名を与えたものであ
る。上巻には大名領219通，下巻には公家門跡・神社・寺院領1617通を収載した。以下に目次を示
す。
〔上〕
一万石以上領地之御朱印丼目録留1～6
〔下〕
公家門跡領地目録留
諸社領御朱印留1 ．2
浄土宗御朱印留
日蓮宗地領留
真言宗寺領目録留
天台宗寺領目録留
法相時宗律宗一向宗寺領目録留
禅宗総寧寺派竜穏寺派大中寺派可睡斎派寺領目録留
済家禅宗京鎌倉五山派大徳寺派妙心寺派方広寺派寺領目録留
比丘尼院家集物寺領目録留
（上巻一本文305頁・目次解題18頁・索引13頁。下巻一本文346頁・目次40頁・索引32頁。解題
大野瑞男）
昭和55年度の史料館叢曹3は『津軽家御定書」と題して，当館所蔵津軽家文書から，4代藩主津
軽信政の施政下，主として寛文～延宝期に発布した諸条目を，3部に分けて収載した。東北最北端
弘前を居城とし，4万7千石を領有した津軽藩は，この時期が藩政確立期で，内容的にも家中法度
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のみならず，地方支配にまで及ぶ施政の具体的な処理規定を記しており，藩政史研究には欠くこと
のできない基本史料である。第1部には領国内の地方仕置に関する条目，第2部には江戸屋鋪の留
守居役の家中法度を，第3部には在国・在府に関する諸法度を収めた。
第1部
御定書1～7
第2部
江戸御屋鋪中御定書1 ．2
江戸御定書井覚書
第3部
御条目
御印諸式
弘前中往来之面々召連候人数之覚
御法度之覚
諸式要集
（本文308頁・目次解題40頁・索引13頁。解題浅井潤子）
昭和56年度は史料館叢書4として，当館所蔵江戸両替商播磨屋中井家文書の「永代帳」を「播磨
屋中井家永代帳」と題して刊行した。播磨屋店は中井銀行の前身で正徳4年(1714)の創業。諸大
名・幕府代官の御掛屋御用を勤め，寛政以後幕府の勘定所御用達に任じられるなど，江戸の金融界
に支配的な地位を占めた富商である。「永代帳」は中井家の社会的地位の上昇･安定期と見倣される
宝暦～天明期に，重役手代によって執筆されたもので，営業・家制の両面にわたる例格・規範の定
着を意図した記録である。いわゆる田沼時代の江戸上層町人の生活様式や意識を浮きぼりにしてく
れるとともに，江戸の都市生活の解明にとって貴重な史料である。
抱屋鋪一件 御屋敷方一件
祝儀事一件 通用金銀吹替一件
仏更之一件 雑更之一件
永代押切所 弐番御屋敷様方用向
（本文296頁・目次解題50頁・索引30頁。解題鶴岡実枝子）
昭和57年度以降は史料館叢書5「徳島藩職制取調書抜j上，同6 『同」下，同7 『依田長安一代
記jを予定，準備作業に入っている。
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ノ史料整理に従事して
大藤 修
(史料館第2史料室）
私が史料館に就職したのは昭和50年10月1日であるから，ちょうどまる7年たったことになる。
その間，主として史料の整理に従事し，また2年前より近世史料取扱講習会で史料読解を担当し
ているが，しかし，今もって，史料を読むとはどういうことか，史料を整理するとはどういうこと
か，と自問しつづけている。
単に文字を解読し，意味内容を把握し，文書の様式・機能を理解し得ただけでは，真に読めたと
は言えないのではなかろうか。史料（群）を通して，それを読む現代人と，それを作成・伝存して
きた過去の人々との時間を超えた対話が成立した時、はじめて真に読めたと言えると思う。それこ
そが，史料を保存・整理・研究する原点ではなかろうか。
言うまでもなく，ある家・村・町で代々生活してきた人々の生活の諸相，そこで培われてきた意
識・思想なりは史料の全体性＝史料群として表現されている。史料群の原型を尊重し，生体解剖的
分類を避けるという基本原則は，過去の人々の声をずたずたに裁断することなく，そのままの形で
後世に伝えてやるためにこそ必要なのである。
しかし，利用に供するために史料群を整理し，目録を作成するという作業は，常に原型を損う危
険性につきまとわれざるを得ない。いわば，史料の保存と整理は両刃の剣であり，この矛盾する二
つの課題を統一的に達成しなければならないところに，史料目録作成の最大の困難性がある。
史料群として表現されている過去の人々の生活様式・声を，いかにしたらそのままの形で伝存さ
せ得るか，あるいは復原し得るか，そして歴史の暗闇から彼らの声を現代に蘇えらし得るか。史料
の保存・整理・研究に従事する身として，この難問とこれからも格闘しつづけなくてはならない。
近世史料所在情報の整備
山田哲好
（史料館情報閲覧室）
近世史料はその量が膨大であることから，全国に及ぶ所在情報を整備する作業が未だ進められて
いないのが現状である。史料館ではこれまで地方史誌類の収集に努め，とりわけ昭和45年以降，近
世史料の所在情報の基礎となる各種の目録類の収集を行なってきた。ここ10年間にかなりの量を蓄
積するに至ったので昭和50年『史料館所蔵目録一覧〔近世史料･郷土資料の部〕」を発行し，情報を
提供した。同書に収録したのは約1,050タイトル（約2,100冊）の目録類で，発行所を基準に各都道
府県別に分けた。その後の増加分を含めて現在では約1,500タイトル(約3,000冊)を所蔵するに至っ
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ている。そこで，これら各種の目録に収録されている史料所蔵者一件ごとのデータカードを作成し，
全国に及ぶ所在情報の整備に取組んでいる。このデータカードには所在地，所蔵者，職業，旧地名，
旧支配，旧身分，年代，数里，内容，所蔵関係，保存状況，利用状況，出典とその当館における請
求記号，調査年月，調査者住所氏名等を記入する。さらに，例えば史料保存機関等で収蔵している
史料については，当該史料の旧蔵地への副出カードを作成し，所蔵関係の移動，あるいは所蔵者の
転居等に対応できる検索が可能になるよう配慮してある。カードの配列は副出カード共に現行行政
区画に準じている。このような方法で史料所蔵者一件ごとのデータカードと，さらに史料が関連す
る地域への副出カードを作成することにより，全国に及ぶ近世史料の所在情報の把握が可能となり，
体系的に整理できると考えている。以上の作業が一定の段階に達した時点で，例えば「近世史料所
蔵者別全国一覧」などとして刊行し，同時にデータカード（副出も含む）の閲覧公開体制の早期確
立を図りたい。この作業の基礎となる各種の目録類の収集は継続しなければならない。今後共関係
諸機関，及び関係各位に対して一層のご理解とご協力をお願いする次第である。
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